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【緒言】

 １９６７年、日本バスケットボール協会の主催による

「日本バスケットボールリーグ」が発足した。日本バスケ

ットボール界トップクラスの実業団チームによる男女リ

ーグ戦が行われ、日本におけるバスケットボールの普及、

強化に貢献してきた。１９９６年には主催が日本バスケッ

トボール協会からバスケットボール日本リーグ機構

（JBL）に移行、１９９８年にはバスケットボール女子日

本リーグ機構（ＷＪＢＬ）が女子リーグとして独立。日本

バスケットボール界を背負う２つの組織だが、現在置かれ

ている状況は似通っているとはいいがたいものである。  

 そこで本研究は、ＷＪＢＬ主催の「Ｗリーグ」とＪＢＬ

主催の「スーパーリーグ」に足を運ぶ観戦者がそれぞれど

のような特性を持っているのかを、両リーグの観戦者への

アンケート調査実施、その分析、比較によって明らかにす

ることが目的である。 

【研究の方法】 

・調査対象 

＊2006 年 10 月１日（日）越谷市立総合体育館 

06－07Ｗリーグレギュラーリーグ（第 1 試合：「日立

ハイテクノロジーズスクァレルズ対日本航空 JAL ラ

ビッツ」、第 2 試合：「富士通レッドウェーブ対トヨタ

自動車アンテロープス」） 

＊2006 年 10 月 8 日（日）横須賀アリーナ 

ＪＢＬスーパーリーグ 2006－2007 レギュラーシーズ

ン（「東芝ブレイブサンダース対アイシンシーホース」） 

・調査方法 

  調査員による訪問留置法の質問紙調査 

・データの処理方法 

  SPSS 13.0J for Windows を用いて分析 

・調査項目の決定 

  調査対象者の観戦者特性を把握するために、デモグラ

フィックスに関する変数、観戦者行動に関する変数、チケ

ットに関する変数、情報入手に関する変数、観戦動機に関

する変数、観戦者心理に関する変数を質問項目とした。 

【結果と考察】 

１．デモグラフィックスに関して、Ｗリーグには女性、１

０歳代、生徒・学生の観戦者が多く、スーパーリーグは観

戦者の年齢層の幅が広く、出場選手内に家族・同僚がいる

割合が比較的高い。また、両リーグともに過去のバスケッ

トボールプレー経験を持つ観戦者が多く、特にＷリーグで

は圧倒的。Ｗリーグには現在もプレーを実施している観戦

者も多い。バスケットボール未経験者の観戦者獲得への努

力が必要とされる。 

２．観戦者行動に関して、Ｗリーグには１６人以上の多数

で来場する観戦者が多い。一方のスーパーリーグは１人あ

るいは２人での来場者が比較的多い。 

３．チケットに関して、Ｗリーグの観戦者は当日に会場で

購入する人が非常に多い。スーパーリーグも当日に会場で

購入する人が多いが、Ｗリーグに比べて前売り券の購入者

や招待券をもらって来場する観戦者の割合が高い。 

４．情報入手に関して、Ｗリーグの観戦者は友人・知人・

家族とバスケットボール専門雑誌から、スーパーリーグは

チーム公式ホームページ、リーグ公式ホームページなどイ

ンターネット上から情報を得ている観戦者が多い。両リー

グともに、ホームページなどの自己発信メディア、もしく

は専門雑誌など、専門的なメディアから情報を入手してい

る観戦者がほとんどである。一般のメディアへの露出を練

る必要があると考えられる。 

５．観戦動機に関して、両リーグともにバスケットボール

観戦そのものを楽しんでいる観戦者が多い。 

６．観戦者心理に関して、両リーグともに特定のチームを

応援している観戦者が多い。また、両リーグの観戦者とも

に、強い再観戦意向を示している。来場者の再観戦意向は

強いため、観戦者を増やすには新規ファンの獲得が必要と

される。 

【結論】 

 分析結果から、Ｗリーグとスーパーリーグに来場した観

戦者には、それぞれ異なった特性もあり、通じる特性もあ

ることがわかった。それぞれのリーグの特性を活かしたマ

ーケティングを行い、理念として掲げるバスケットボール

の「普及」と「強化」に尽力していってほしい。 


